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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信したデジタル放送から複数のトランスポートストリームを同時に復調し、各トラン
スポートストリームに周期的に含まれるサービス情報を取得するデジタル放送受信装置で
あって、
　デジタル放送を受信する受信手段と、
　受信したデジタル放送から、任意に選択された複数のトランスポートストリームを復調
する復調手段と、
　各前記トランスポートストリームから、当該トランスポートストリームに含まれるサー
ビスに関するサービス情報であるストリーム内サービス情報と、当該トランスポートスト
リーム以外のトランスポートストリームに含まれるサービスに関するサービス情報である
ストリーム外サービス情報とを抽出する抽出手段と、
　前記トランスポートストリームに含まれるサービス毎に、最新のサービス情報を記憶す
るサービス情報記憶手段と、
　前記復調手段が現在いずれのトランスポートストリームを復調しているかを記憶する復
調対象記憶手段と、
　前記抽出手段があるサービスに関するストリーム外サービス情報を抽出し、前記サービ
ス情報記憶手段には当該サービスに関するストリーム内サービス情報が記憶されておらず
、かつ、前記復調対象記憶手段に記憶された情報に基づき、前記復調手段が当該サービス
を含むトランスポートストリームを現在復調していると判断される場合には、前記サービ
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ス情報記憶手段に記憶されている当該サービスに関するサービス情報が、第１の所定の時
間内に新たなストリーム内サービス情報によって更新されない場合に限り、前記抽出手段
で抽出されたサービス情報を用いて、前記サービス情報記憶手段に記憶されているサービ
ス情報を更新する更新処理を行うサービス情報更新手段とを備えた、デジタル放送受信装
置。
【請求項２】
　前記サービス情報更新手段は、前記抽出手段があるサービスに関するストリーム外サー
ビス情報を抽出し、前記サービス情報記憶手段には当該サービスに関するストリーム内サ
ービス情報が記憶されており、かつ、前記復調対象記憶手段に記憶された情報に基づき、
前記復調手段が当該サービスを含むトランスポートストリームを現在復調していないと判
断される場合には、前記サービス情報記憶手段に当該サービスに関するストリーム内サー
ビス情報が記憶されてから第２の所定の時間が経過している場合に限り、前記更新処理を
行うことを特徴とする、請求項１に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項３】
　前記サービス情報更新手段は、前記抽出手段があるサービスに関するストリーム内サー
ビス情報を抽出した場合には、前記更新処理を行い、
　前記抽出手段があるサービスに関するストリーム外サービス情報を抽出し、前記サービ
ス情報記憶手段には当該サービスに関するストリーム内サービス情報が記憶されており、
かつ、前記復調対象記憶手段に記憶された情報に基づき、前記復調手段が当該サービスを
含むトランスポートストリームを現在復調していると判断される場合には、前記更新処理
を行わず、
　前記抽出手段があるサービスに関するストリーム外サービス情報を抽出し、前記サービ
ス情報記憶手段には当該サービスに関するストリーム内サービス情報が記憶されておらず
、かつ、前記復調対象記憶手段に記憶された情報に基づき、前記復調手段が当該サービス
を含むトランスポートストリームを現在復調していないと判断される場合には、前記更新
処理を行うことを特徴とする、請求項２に記載のデジタル放送受信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、異なるサービスを提供するための複数のトランスポートストリームを同時に復
調し、各サービスのサービス情報を正確に取得するデジタル放送受信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、テレビ放送がデジタル化され、多チャンネル放送が行われると共に、放送局から送
出されたサービス情報をデジタル放送受信装置で抽出し解析することにより、特定チャン
ネルの視聴や電子番組ガイド（ＥＰＧ：Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ
　Ｇｕｉｄｅ）などが提供されている。
【０００３】
デジタル放送に関しては、ＩＳＯ／ＩＥＣ１３８１８－１や、社団法人電波産業界の規格
である「デジタル放送に使用する番組配列情報」（ＡＲＩＢ　ＳＴＤＢ－１０）等でその
形式が規格化されている。多チャンネル化は、１つの帯域に複数のチャンネルやサービス
情報を多重化するものであり、例えばＭＰＥＧ２（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘ
ｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ２）システム規格におけるトランスポートストリーム（以下「Ｔ
Ｓ」と称する。）を用いて実現される。
【０００４】
一般にデジタル放送においては放送事業者ごとにＴＳが送出され、時系列に並んだ番組に
より構成されるサービスが、パケット化されたうえでＴＳに多重化されている。１つのＴ
Ｓには、複数のサービスの音声ストリームおよび映像ストリームの他、サービスに関する
各種情報などのパケットも多重化されている。
【０００５】
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ＡＲＩＢ　ＳＴＤ　Ｂ－１０では、番組に関する情報を記述するイベント情報テーブル（
ＥＩＴ：Ｅｖｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ；以下「ＥＩＴ」と称する。
）や、番組が時系列に並んだサービスを記述するサービス記述テーブル（ＳＤＴ：Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ；以下「ＳＤＴ」と称する。）などのサ
ービス情報について規定されている。具体的には、ＥＩＴには、チャンネル識別子、番組
の放送開始時間、放送時間、番組識別子、番組のタイトル、番組のコンポーネント情報な
どが記述され、ＳＤＴには、編成チャンネル名、委託放送事業者名などが記述される。
【０００６】
サービス情報は、放送局から所定の時間間隔で送出され、番組の編成が変更された場合な
どに随時更新される。例えば、ＥＰＧについていえば、受信装置はサービス情報に記載さ
れた情報を解析し、特定サービスの将来放送予定の番組を時間軸に並べて画面に表示する
。また、ＥＰＧで表示した番組を視聴者が選択することにより、番組の録画予約や視聴予
約などが可能となる。
【０００７】
ＥＩＴには、Ｐ／Ｆ　ＥＩＴ（ｐｒｅｓｅｎｔ／ｆｏｌｌｏｗｉｎｇ　ＥＩＴ）と、スケ
ジュール情報（ｓｃｈｅｄｕｌｅ　ＥＩＴ）とが存在する。Ｐ／Ｆ　ＥＩＴには、現在放
送中の番組に関する情報が記述されるＥＩＴと、次に放送予定の番組に関する情報が記述
されるＥＩＴとが組になって構成される、直近の番組に関する時系列情報が記述される。
また、スケジュール情報には、番組情報が時系列で並んだ形式で、長期間の番組放送予定
が記述される。
【０００８】
Ｐ／Ｆ　ＥＩＴの内容は、放送スケジュールにあわせて、現在の放送が終了する都度変更
される。また、実際の放送においては、スポーツ生中継などによる番組の延長や、緊急特
番などによる番組の中断が生じた場合にも、放送する番組にあわせてＰ／Ｆ　ＥＩＴの内
容が変更される。
【０００９】
受信装置は、サービス情報の提示や録画予約を確実に行うため、サービス情報の変更を的
確に検出し、サービス情報を正しく更新することが重要である。ここで、あるサービスに
関するサービス情報には、当該サービスが属するＴＳに含まれるストリーム内サービス情
報と、当該サービスが属さないＴＳに含まれるストリーム外サービス情報とがある。放送
局でサービス情報が変更された場合、ストリーム内サービス情報はそれに追随して比較的
短時間で変更される。これに対し、放送局間の伝達による遅延などにより、ストリーム外
サービス情報は、ストリーム内サービス情報の変更から最大で概ね１分程度遅れて変更さ
れる。Ｐ／Ｆ　ＥＩＴでは、ストリーム内サービス情報はａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴ
、ストリーム外サービス情報はｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴと呼ばれ、ＳＤＴでは、スト
リーム内サービス情報はａｃｔｕａｌ　ＳＤＴ、ストリーム外サービス情報はｏｔｈｅｒ
　ＳＤＴと呼ばれる。
【００１０】
図９は、従来のデジタル放送受信装置１００の構成を示すブロック図である。以下に、従
来のデジタル放送受信装置１００におけるサービス情報更新処理の概要を、図９を用いて
説明する。
【００１１】
図９において、アンテナ１０１は、放送局から送信された電波を受信する。チューナ１０
２は、アンテナ１０１により受信された電波から所定の周波数帯の電波を選択し、アナロ
グ－デジタル変換と、ＱＰＳＫ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅ
ｙｉｎｇ）等のデジタル復調と、誤り訂正処理とを行い、選択した周波数帯の電波から、
デジタル信号であるＴＳを復調する。ＴＳデコーダ１０４は、チューナ１０２で復調され
たＴＳから、ＥＩＴなどのセクションを単位とした一連の情報を抽出して、ＥＩＴ受信メ
モリ１２１に書き込み、ＣＰＵ１３０にＥＩＴの受信を割り込み等で通知する。
【００１２】
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ＣＰＵ１３０は、受信装置全体の動作を制御する。リモコン操作部１１７は、ユーザから
入力された操作コマンドに従いＩｒ（Ｉｎｆｒａ　ｒｅｄ；赤外線）信号を出力する。Ｉ
ｒ受信部１１６は、リモコン操作部１１７から出力されたＩｒ信号を受信して、その内容
をＣＰＵ１３０に通知する。
【００１３】
ＥＩＴ受信メモリ１２１は、ＴＳデコーダ１０４で抽出されたＥＩＴを記憶する。サービ
ス情報記憶メモリ１２４は、ネットワーク全体に含まれる各サービスについての最新のサ
ービス情報を記憶する。サービス情報管理メモリ１２５は、各サービスの情報、例えばサ
ービスが属するＴＳなどを記憶する。ＶＲＡＭ２１５は、サービス情報記憶メモリ１２４
に記憶されたサービス情報に基づいてＣＰＵ１３０により生成された画面イメージを記憶
する。
【００１４】
またＴＳデコーダ１０４は、チューナ１０２で復調されたＴＳから音声ストリームおよび
映像ストリームを抽出する。音声デコーダ１１０は、ＴＳデコーダ１０４により抽出され
た音声ストリームから音声を再生する。スピーカ１１２は、音声デコーダ１１０により再
生された音声を出力する。映像デコーダ１１１は、ＴＳデコーダ１０４により抽出された
映像ストリームから映像を再生する。ＯＳＤ画面合成器１１４は、ＶＲＡＭ１１５に書き
込まれた画面イメージと映像デコーダ１１１で再生された映像とを合成する。モニター１
１３は、ＯＳＤ画面合成器１１４で合成された結果を出力する。
【００１５】
図１０は、２つのＴＳにより４つのサービスが提供されるデジタル放送の例を示す図であ
る。ネットワーク識別子（ＮＥＴＷＯＲＫ＿ＩＤ）がｎ５であるネットワークに、トラン
スポートストリーム識別子（ＴＳ＿ＩＤ）がそれぞれ４０１０と４０２０である２本のト
ランスポートストリームＴＳ－ＡとＴＳ－Ｂとが存在している。ＴＳ－Ａにはサービス識
別子（ＳＥＲＶＩＣＥ＿ＩＤ）がそれぞれ１０１と１０２とである２種類のサービスｃｈ
１０１とｃｈ１０２とが属し、ＴＳ－Ｂにはサービス識別子がそれぞれ１０３と１０４と
である２種類のサービスｃｈ１０３とｃｈ１０４とが属する。
【００１６】
図１１は、本ネットワークにおけるＴＳ－ＡおよびＴＳ－Ｂに含まれるＥＩＴを示す図で
ある。従来のデジタル放送受信装置１００は、ＴＳ－Ａを復調することにより、ｃｈ１０
１とｃｈ１０２のａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴと、ｃｈ１１１とｃｈ１１２のｏｔｈｅ
ｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴとを抽出できる。また、ＴＳ－Ｂを復調することにより、ｃｈ１１１
とｃｈ１１２のａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴと、ｃｈ１０１とｃｈ１０２のｏｔｈｅｒ
　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴとを抽出できる。
【００１７】
図１２は、放送局におけるｃｈ１０１の番組編成の変更例を示す図である。テーブル１５
１は変更前の番組編成であり、テーブル１５２は変更後の番組編成である。変更前は、７
時００分から番組ｅｖｅｎｔ－１が放送され、８時００分から番組ｅｖｅｎｔ－２が放送
され、９時００分から番組ｅｖｅｎｔ－３が放送されるという予定であった。一方、変更
後は、７時００分から番組ｅｖｅｎｔ－１が放送され、８時３０分から番組ｅｖｅｎｔ－
２が放送され、９時３０分から番組ｅｖｅｎｔ－３が放送されるという予定に変更されて
いる。
【００１８】
図１３は、図１２に示すような番組変更を行う場合に、時間の経過とともに、送出される
Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが変化する様子を示す図である。Ｐ／Ｆ　ＥＩＴ１６１は番組ｅｖｅｎｔ
－１が放送されており、かつ、番組変更を行う前のＰ／Ｆ　ＥＩＴであり、Ｐ／Ｆ　ＥＩ
Ｔ１６２は番組ｅｖｅｎｔ－１が放送されており、かつ、変更を行った後のＰ／Ｆ　ＥＩ
Ｔであり、Ｐ／Ｆ　ＥＩＴ１６３は番組ｅｖｅｎｔ－２が放送されている間に送出される
変更を行った後のＰ／Ｆ　ＥＩＴである。Ｐ／Ｆ　ＥＩＴにはバージョンが付されるが、
ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴとして送出される場合とｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを送
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出する場合とでバージョンは共通でない。この理由は、一般に、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　
ＥＩＴとｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴとの間で、送出周期や変更頻度が異なるためである
。
【００１９】
図１４は、放送局から送出されるａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴおよびｏｔｈｅｒ　Ｐ／
Ｆ　ＥＩＴが時系列的に変更される例を示す図である。送出設備の都合上、ｏｔｈｅｒ　
Ｐ／Ｆ　ＥＩＴの変更は、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴの変更よりも遅れる。例えば、
図１４に示す例において、ＴＳ－Ａに含まれる、ｃｈ１０１についてのａｃｔｕａｌ　Ｐ
／Ｆ　ＥＩＴが７時５５分に変更されると、ＴＳ－Ｂに含まれる、ｃｈ１０１についての
ｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが変更されるのは７時５５分＋α（αは０～６０秒程度）で
ある。
【００２０】
図９に示すように、一度に１つのＴＳのみを復調する従来の装置は、復調したＴＳからＰ
／Ｆ　ＥＩＴを抽出する度に、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴであるかｏｔｈｅｒ　Ｐ／
Ｆ　ＥＩＴであるかを問わず、随時それを記憶していた。このような方式を採用しても、
従来の装置では、抽出したＰ／Ｆ　ＥＩＴが変更前のものであるか更新後のものであるか
は、問題とならなかった。
【００２１】
ところで、デジタル放送受信装置に関して、複数のＴＳを同時に復調する装置が知られて
いる（特許文献１）。この装置は、複数のＴＳを同時に復調するため、各ＴＳからａｃｔ
ｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴおよびｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴの２種類のサービス情報を別
々に抽出できる。この装置は、放送局でサービス情報が変更され、変更後のａｃｔｕａｌ
　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを受信した後でも、変更前のｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを受信する場
合がある。
【００２２】
【特許文献１】
特開２００１－７８１５６号公報
【００２３】
【発明が解決しようとする課題】
複数のＴＳを同時に復調できるデジタル放送受信装置では、変更後のａｃｔｕａｌ　Ｐ／
Ｆ　ＥＩＴを抽出した後で、変更前のａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを抽出するという状
況が発生する。しかしながら、このような装置で、どのようにサービス情報を更新するべ
きかは従来明らかにされていない。ここで、一度に１つのＴＳのみを復調するデジタル放
送受信装置と同様に、復調したＴＳから抽出したＰ／Ｆ　ＥＩＴを随時記憶することとす
ると、現在視聴中のサービスが属するＴＳから抽出した最新のａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　Ｅ
ＩＴが、別のＴＳから抽出した古いｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴにより上書きされるおそ
れがある。この場合、サービス情報の提示や録画予約などの制御が不正確となる。
【００２４】
それ故に、本発明は、複数のＴＳを同時に復調してサービス情報を抽出した場合でも、常
に最新のサービス情報を取得できるデジタル放送受信装置を提供することを目的とする。
【００２５】
【課題を解決するための手段および発明の効果】
　本発明は、受信したデジタル放送から複数のトランスポートストリームを同時に復調し
、各トランスポートストリームに周期的に含まれるサービス情報を取得するデジタル放送
受信装置であって、デジタル放送を受信する受信手段と、受信したデジタル放送から、任
意に選択された複数のトランスポートストリームを復調する復調手段と、各トランスポー
トストリームから、当該トランスポートストリームに含まれるサービスに関するサービス
情報であるストリーム内サービス情報と、当該トランスポートストリーム以外のトランス
ポートストリームに含まれるサービスに関するサービス情報であるストリーム外サービス
情報とを抽出する抽出手段と、トランスポートストリームに含まれるサービス毎に、最新
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のサービス情報を記憶するサービス情報記憶手段と、復調手段が現在いずれのトランスポ
ートストリームを復調しているかを記憶する復調対象記憶手段と、抽出手段があるサービ
スに関するストリーム外サービス情報を抽出し、サービス情報記憶手段には当該サービス
に関するストリーム内サービス情報が記憶されておらず、かつ、復調対象記憶手段に記憶
された情報に基づき、復調手段が当該サービスを含むトランスポートストリームを現在復
調していると判断される場合には、サービス情報記憶手段に記憶されている当該サービス
に関するサービス情報が、第１の所定の時間内に新たなストリーム内サービス情報によっ
て更新されない場合に限り、抽出手段で抽出されたサービス情報を用いて、サービス情報
記憶手段に記憶されているサービス情報を更新する更新処理を行うサービス情報更新手段
とを備える。
【００２６】
　本発明によれば、あるサービスに関し、サービス情報更新手段は、抽出されたサービス
情報でサービス情報記憶手段に記憶されたサービス情報を更新する際に、所定の判断基準
により更新を行うか否か判断する。そのため、本発明のデジタル放送受信装置によれば、
復調対象のＴＳに属するサービスに関し、サービス情報記憶手段に最新のサービス情報が
記憶されていない場合でも、サービス情報更新手段は、所定の時間内にストリーム内サー
ビス情報を抽出すれば、最新のストリーム内サービス情報により正確なサービス情報の提
示や録画予約などを制御できる。また、サービス情報更新手段は、所定の時間内に何らか
の原因によりストリーム内サービス情報を抽出できない場合であっても、録画予約等に必
要なサービス情報がストリーム外サービス情報を取得し、サービス情報の提示や録画予約
などを制御できる。このように、本発明によれば、最新のサービス情報をサービス情報記
憶手段に記憶しておくことができる。これにより正確なサービス情報の提示や録画予約な
どの制御が可能となる。
【００２９】
　また、本発明において、サービス情報更新手段は、抽出手段があるサービスに関するス
トリーム外サービス情報を抽出し、サービス情報記憶手段には当該サービスに関するスト
リーム内サービス情報が記憶されており、かつ、復調対象記憶手段に記憶された情報に基
づき、復調手段が当該サービスを含むトランスポートストリームを現在復調していないと
判断される場合には、サービス情報記憶手段に当該サービスに関するストリーム内サービ
ス情報が記憶されてから第２の所定の時間が経過している場合に限り、更新処理を行うこ
とを特徴とする。
【００３０】
　本発明によれば、復調対象でないＴＳに属するあるサービスに関し、サービス情報記憶
手段に記憶されたサービス情報がストリーム内サービス情報により以前更新処理されたと
きから所定の時間が経過していない場合には、抽出されたストリーム外サービス情報がス
トリーム内サービス情報の変更内容を反映していない可能性があるため、サービス情報更
新手段は、所定時間の経過を待つ。そのため、サービス情報更新手段は、古いストリーム
外サービス情報で新しいストリーム内サービス情報を書き換えることを防ぐことができ、
最新のサービス情報をサービス情報記憶手段に記憶させておくことができる。これにより
正確なサービス情報の提示や録画予約などの制御が可能となる。
【００３１】
　また、本発明において、サービス情報更新手段は、抽出手段があるサービスに関するス
トリーム内サービス情報を抽出した場合には、更新処理を行い、抽出手段があるサービス
に関するストリーム外サービス情報を抽出し、サービス情報記憶手段には当該サービスに
関するストリーム内サービス情報が記憶されており、かつ、復調対象記憶手段に記憶され
た情報に基づき、復調手段が当該サービスを含むトランスポートストリームを現在復調し
ていると判断される場合には、更新処理を行わず、抽出手段があるサービスに関するスト
リーム外サービス情報を抽出し、サービス情報記憶手段には当該サービスに関するストリ
ーム内サービス情報が記憶されておらず、かつ、復調対象記憶手段に記憶された情報に基
づき、復調手段が当該サービスを含むトランスポートストリームを現在復調していないと
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判断される場合には、更新処理を行うことを特徴とする。
【００３２】
　以上に説明した本発明によれば、あるサービスに関し、最新であるストリーム内サービ
ス情報が抽出された場合は、常にサービス情報記憶手段のサービス情報を更新し、最新と
は限らないストリーム外サービス情報を抽出した場合は、同サービスの属するＴＳが復調
対象であるか否か、所定の時間が経過したか否か、サービス情報記憶手段に記憶されてい
るサービス情報の種別は何かという判断基準を設けることで、デジタル放送受信装置は、
古いストリーム外サービス情報で新しいストリーム内サービス情報を書き換えることを防
止し、最新のサービス情報をサービス情報記憶手段に記憶しておくことができる。これに
より正確なサービス情報の提示や録画予約などの制御が可能となる。
【００３８】
　以上に説明したように、本発明によれば、デジタル放送受信装置は、最新のイベント情
報テーブルや、サービス記述テーブル、スケジュール情報をサービス情報記憶手段に記憶
させておくことができる。これにより正確なサービス情報の提示や録画予約などの制御が
可能となる。
【００３９】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の実施形態に係るデジタル放送受信装置２００の構成を示すブロック図で
ある。デジタル放送受信装置２００は、複数のＴＳを同時に復調し、視聴中の番組以外に
、他の番組も同時に録画などができる機能を有する。図１において、アンテナ２０１は、
放送局から送信された電波を受信する。チューナ２０２および２０３は、アンテナ２０１
により受信された電波からそれぞれ所定の周波数帯の電波を選択し、アナログ－デジタル
変換と、ＱＰＳＫ等のデジタル復調と、誤り訂正処理とを行い、選択したそれぞれの周波
数帯の電波からデジタル信号であるＴＳを復調する。ＴＳデコーダ２０４および２０５は
、それぞれ、チューナ２０２および２０３より復調されたＴＳから、ＥＩＴなどのセクシ
ョンを単位とした一連の情報を抽出してＥＩＴ受信メモリ２２１および２２２に書き込み
、ＣＰＵ２３０にＥＩＴの受信を割り込み等で通知する。
【００４０】
ＣＰＵ２３０は、受信装置全体の動作を制御する。リモコン操作部２１７は、ユーザから
入力された操作コマンドに従いＩｒ信号を出力する。Ｉｒ受信部２１６は、リモコン操作
部２１７から出力されたＩｒ信号を受信して、その内容をＣＰＵ２３０に通知する。
【００４１】
ＥＩＴ受信メモリ２２１および２２２は、それぞれ、ＴＳデコーダ２０４および２０５で
抽出されたＥＩＴを記憶する。サービス情報記憶メモリ２２４は、ネットワーク全体に含
まれる各サービスについての最新のサービス情報を記憶する。ＥＩＴ一時記憶メモリ２２
３は、ＴＳデコーダ２０４および２０５で抽出されたｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを、一
時的に記憶する。サービス情報管理メモリ２２５は、各サービスに関連する情報を記憶す
る。復調対象メモリ２２６は、ＴＳデコーダ２０４および２０５で現在復調対象とされて
いるＴＳを識別するための情報（例えば、識別子や名称など）を記憶する。ＶＲＡＭ２１
５は、サービス情報記憶メモリ２２４に記載されたサービス情報に基づいてＣＰＵ２３０
により生成されたＯＳＤ画面イメージを記憶する。
【００４２】
タイマー２３１は、例えば１秒単位のタイマーである。時間情報メモリ２２７は、サービ
スごとに、再送待時間ｔ１と、変更反映時間ｔ２とを記憶する。再送待時間ｔ１および変
更反映時間ｔ２の詳細については後述する。
【００４３】
ＴＳデコーダ２０４は、チューナ２０２で復調されたＴＳから音声ストリームおよび映像
ストリームを抽出する。音声デコーダ２１０は、ＴＳデコーダ２０４により抽出された音
声ストリームから音声を再生する。スピーカ２１２は、音声デコーダ２１０により再生さ
れた音声を出力する。映像デコーダ２１１は、ＴＳデコーダ２０４により抽出された映像
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ストリームから映像を再生する。ＯＳＤ画面合成器２１４は、ＶＲＡＭ２１５に書き込ま
れた画面イメージと映像デコーダ２１１で再生された映像とを合成する。モニター２１３
は、ＯＳＤ画面合成器２１４で合成された結果を出力する。
【００４４】
図２にＥＩＴ一時記憶メモリ２２３の内容を例示する。ＥＩＴ一時記憶メモリ２２３には
、サービス毎に、サービス名称とｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴとが記憶されている。図２
の例では、ＴＳ－Ａから抽出されたサービスｃｈ１１１に関するｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　Ｅ
ＩＴが一時記憶されている。
【００４５】
図３にサービス情報記憶メモリ２２４の内容を例示する。サービス情報記憶メモリ２２４
には、サービス毎に、抽出されたＰ／Ｆ　ＥＩＴそのものと更新時刻とが記憶されている
。Ｐ／Ｆ　ＥＩＴには、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴであるかｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　Ｅ
ＩＴであるかを示す種別と、サービス名称と、ＴＳ名称と、バージョン情報とが含まれる
。
【００４６】
図４にサービス情報管理メモリ２２５の内容を例示する。サービス情報管理メモリ２２５
には、ネットワーク名称と、ＴＳ名称と、サービス名称との対応関係が記憶されている。
例えば、サービスｃｈ１０１は、ネットワークｎ５のＴＳ－Ａに属する。
【００４７】
図５に復調対象メモリ２２６の内容を例示する。復調対象メモリ２２６には、ＴＳデコー
ダ２０４または２０５で復調対象とされているＴＳに属するサービスに関して、サービス
名称と、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴがすでにサービス情報記憶メモリ２２４に記憶済
みであるか否かを示すａｃｔｕａｌ記憶フラグとが記憶されている。ａｃｔｕａｌ記憶フ
ラグは、各サービスが属するＴＳが復調対象となる度に新たに未記憶とされ、その後ａｃ
ｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴがサービス情報記憶メモリ２２４に記憶されたときに、記憶済
みとされる。図５の例では、３本のＴＳ（ＴＳ－Ａ、ＴＳ－Ｂ、およびＴＳ－Ｃ）のうち
、ＴＳ－ＡとＴＳ－Ｂとが復調対象とされている。また、復調対象のＴＳに含まれるサー
ビスはｃｈ１０１と、ｃｈ１０２と、ｃｈ１１１と、ｃｈ１１２とである。このうち、ｃ
ｈ１０１と、ｃｈ１０２と、ｃｈ１０３のａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴは、サービス情
報記憶メモリ２２４に記憶されているが、ｃｈ１１１のａｃｔｕａｌＰ／Ｆ　ＥＩＴは、
サービス情報記憶メモリ２２４に記憶されていない。
【００４８】
図６に時間情報メモリ２２７の内容を例示する。時間情報メモリ２２７には、サービス名
称と、再送待時間ｔ１と、変更反映時間ｔ２とが記憶されている。図６の例では、各サー
ビスの再送待時間ｔ１は全て３秒であり、変更反映時間ｔ２は全て６０秒である。
【００４９】
デジタル放送受信装置２００は、あるサービス（以下「サービスＡ」という。）に関する
Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを抽出したときに、まず、抽出したＰ／Ｆ　ＥＩＴがａｃｔｕａｌ　Ｐ／
Ｆ　ＥＩＴであるか（以下、第１の場合という）、ｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴであるか
の２通りに場合分けを行う。後者の場合、デジタル放送受信装置２００は、さらに、サー
ビス情報記憶メモリ２２４にサービスＡに関するａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが記憶さ
れているか否か（以下、条件Ｐという）、および、サービスＡが属するＴＳが現在復調さ
れているか否か（以下、条件Ｑという）によって、４通りに場合分けを行う。以下、条件
ＰおよびＱが真である場合を第２の場合、条件Ｐが偽で条件Ｑが真である場合を第３の場
合、条件Ｐが真で条件Ｑが偽である場合を第４の場合、条件ＰおよびＱが偽である場合を
第５の場合と呼ぶ。デジタル放送受信装置２００は、上記５つの場合について、以下の処
理を行う。
【００５０】
（第１の場合）
放送局では、サービスＡに関して、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが変更された場合、こ
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れよりも遅れてｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが変更されるため、新たに抽出されたａｃｔ
ｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴは、以前に抽出されたａｃｔｕａｌＰ／Ｆ　ＥＩＴおよびｏｔｈ
ｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴと同一内容であるかまたは新しい。
【００５１】
従って、本実施形態に係るデジタル放送受信装置２００は、サービスＡに関してａｃｔｕ
ａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを抽出した場合には、そのＥＩＴは常に最新であると判断して、サ
ービス情報記憶メモリ２２４に記憶されたサービスＡについてのＰ／Ｆ　ＥＩＴを更新処
理する。
【００５２】
第２～５の場合には、デジタル放送受信装置２００が、サービスＡに関するｏｔｈｅｒ　
Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを抽出した場合に、サービス情報記憶メモリ２２４に記憶されたサービス
ＡについてのＰ／Ｆ　ＥＩＴを無条件で更新すると、問題が生じる場合がある。すなわち
、変更後のａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴがすでにサービス情報記憶メモリ２２４に記憶
されている場合に、デジタル放送受信装置２００が、これを変更前のｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ
　ＥＩＴで上書きすると、古いＰ／Ｆ　ＥＩＴに基づいて録画予約等を行うこととなる。
従って、正確な録画予約等を行えるように、デジタル放送受信装置２００は、第２～第５
の場合については、抽出したｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを用いてサービス情報記憶メモ
リ２２４に記憶されたサービスＡについてのＰ／Ｆ　ＥＩＴを更新するか否かを判断し、
その判断結果に応じて更新処理を行う。
【００５３】
（第２の場合）
第２の場合は、復調対象のサービスＡに関して、デジタル放送受信装置２００がｏｔｈｅ
ｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを抽出し、かつ、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴがすでにサービス情
報記憶メモリ２２４に記憶されている場合である。この場合、デジタル放送受信装置２０
０は、記憶された最新のａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを録画予約等に利用できるので、
抽出したｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴは不要である。従って、デジタル放送受信装置２０
０は、抽出したｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを破棄する。
【００５４】
（第３の場合）
第３の場合は、復調対象のサービスＡに関して、デジタル放送受信装置２００がｏｔｈｅ
ｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを抽出し、かつ、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴがサービス情報記憶
メモリ２２４に記憶されていない場合である。
【００５５】
ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴは周期的に送出されているため、通常、デジタル放送受信
装置２００は、送出周期分の時間内にａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを抽出できる。この
ため、原則的にはデジタル放送受信装置２００は、抽出したｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴ
でサービス情報記憶メモリ２２４に記憶されたサービスＡに関するＰ／Ｆ　ＥＩＴを更新
する必要はない。しかし、デジタル放送受信装置２００が、何らかの原因により今後はａ
ｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを抽出できなくなる可能性がある。この点を考慮すると、デ
ジタル放送受信装置２００は、抽出したｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを保持しておき、そ
の後ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを抽出できない場合には、保持したｏｔｈｅｒ　Ｐ／
Ｆ　ＥＩＴを使用できることが望ましい。
【００５６】
従って、第３の場合には、デジタル放送受信装置２００は、ｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴ
をＥＩＴ一時記憶メモリ２２３に書き込み、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが送出される
周期より長い時間（再送待時間ｔ１）経過してもａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを抽出で
きない場合に限り、先に抽出したｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴで、サービス情報記憶メモ
リ２２４のサービスＡについてのＰ／Ｆ　ＥＩＴを更新する。
【００５７】
（第４の場合）
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第４の場合は、復調対象でないサービスＡに関して、新たにｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴ
が抽出された場合、かつ、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴがサービス情報記憶メモリ２２
４に記憶されている場合である。
【００５８】
サービスＡが属するＴＳが復調対象でなければ、多くの場合、サービス情報記憶メモリ２
２４にはｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが記憶されている。しかし、サービスＡが復調対象
でなくなった直後等には、サービス情報記憶メモリ２２４にサービスＡのａｃｔｕａｌ　
Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが、すでに記憶されている場合があるので、第４の場合も起こりえる。
【００５９】
一般に、放送局でａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが変更されてからｏｔｈｅｒＰ／Ｆ　Ｅ
ＩＴに変更が反映されるまで、ある程度の時間がかかる。従って、サービスＡに関して、
ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴがサービス情報記憶メモリ２２４に記憶されてから、十分
な時間が経過していれば、抽出したｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが、記憶されたａｃｔｕ
ａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴよりも新しいといえる。これに対し、十分な時間が経過していない
場合には、記憶されているａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが、抽出されたｏｔｈｅｒ　Ｐ
／Ｆ　ＥＩＴよりも内容が新しい。
【００６０】
従って、第４の場合には、デジタル放送受信装置２００は、所定の時間が経過している場
合に限り、抽出したｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴでサービス情報記憶メモリ２２４に記憶
されたサービスＡについてのＰ／Ｆ　ＥＩＴを更新し、所定の時間が経過していない場合
には、抽出したｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを破棄する。
【００６１】
　この第４の場合の処理を行うために、デジタル放送受信装置２００には、あらかじめ時
間情報メモリ２２７内に、所定の時間として、変更反映時間ｔ２を記憶している。一般に
デジタル放送では、放送局でサービス情報が変更された後、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩ
Ｔが変更されてから、ｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが変更されるまでに最大３０秒程度か
かる。従って、変更反映時間ｔ２は、３０秒より長い時間とするのがよく、例えばシステ
ム設計上の余裕を見込んで、６０秒程度とするのがよい。
【００６２】
（第５の場合）
第５の場合は、復調対象でないサービスＡに関して、新たにｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴ
が抽出され、かつ、サービス情報記憶メモリ２２４にｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが記憶
されている場合である。
【００６３】
一般に、放送局がａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを変更した後、ｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　Ｅ
ＩＴへ変更内容を反映するまでの時間は、どのＴＳに含まれるｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩ
Ｔかにかかわらず大差がない。従って、新たに抽出されたｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが
最新であると判断しても問題はない。
【００６４】
従って、第５の場合には、デジタル放送受信装置２００は、抽出したｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ
　ＥＩＴでサービス情報記憶メモリ２２４に記憶されたサービスＡについてのＰ／Ｆ　Ｅ
ＩＴを更新処理する。
【００６５】
図７は、本実施形態に係るデジタル放送受信装置２００においてサービス情報記憶メモリ
２２４が更新される処理を示すフローチャートである。以下、Ｐ／ＦＥＩＴが、ＥＩＴ受
信メモリ２２１または２２２から取り出されてからサービス情報記憶メモリ２２４に記憶
されるまでの処理を、図７のフローチャートを用いて説明する。この処理は、ＴＳデコー
ダ２０４からＥＩＴ受信割り込みを受けたＣＰＵ２３０によって実行される。
【００６６】
ＣＰＵ２３０は、ＥＩＴ受信割り込みを受けると、ＥＩＴ受信メモリ２２１からＴＳデコ
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ーダ２０４で新たに抽出されたＰ／Ｆ　ＥＩＴを処理対象のＰ／Ｆ　ＥＩＴとして取り出
し、処理対象のＰ／Ｆ　ＥＩＴに記述されたサービス識別子に基づきサービスを特定する
（ステップＳ２１）。以下このサービスをサービスＡとする。次に、ＣＰＵ２３０は、処
理対象のＰ／Ｆ　ＥＩＴがａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴであるかｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　
ＥＩＴであるかを判断する（ステップＳ２２）。
【００６７】
ステップＳ２２で、処理対象のＰ／Ｆ　ＥＩＴがａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴであると
判断された場合、ＣＰＵ２３０は、サービスＡに関するｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴがＥ
ＩＴ一時記憶メモリ２２３に記憶されていれば、それを破棄する（ステップＳ２３）。次
に、ＣＰＵ２３０は、処理対象のＰ／Ｆ　ＥＩＴ（すなわち抽出されたＰ／Ｆ　ＥＩＴ）
でサービス情報記憶メモリ２２４の内容を更新する（ステップＳ２４）。すなわちＣＰＵ
２３０は、処理対象のＰ／Ｆ　ＥＩＴをサービスＡに関する最新のＥＩＴとしてサービス
情報記憶メモリ２２４に書き込む。これにより、図３で例示されるように、サービス情報
記憶メモリ２２４には、１つのサービスについてのＰ／Ｆ　ＥＩＴの情報が書き込まれる
。次に、ＣＰＵ２３０は、当該更新を行った時刻をサービス情報記憶メモリ２２４に書き
込む（ステップＳ２５）。これより、図３でいえば、１つのサービスについての更新時刻
の欄に時刻が書き込まれる。
【００６８】
ステップＳ２２で、処理対象のＰ／Ｆ　ＥＩＴがｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴであると判
断された場合、ＣＰＵ２３０は、サービス情報管理メモリ２２５に記憶された情報に基づ
き、サービスＡが属するＴＳを求める（ステップＳ２７）。次に、ＣＰＵ２３０は、復調
対象メモリ２２６に記憶された情報に基づき、ステップＳ２７で求めたＴＳが現在復調対
象であるか否かを判断する（ステップＳ２８）。
【００６９】
ステップＳ２８において復調対象であると判断した場合、ＣＰＵ２３０は、復調対象メモ
リ２２６に記憶されたａｃｔｕａｌ記憶フラグに基づき、サービスＡについてのａｃｔｕ
ａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが、サービス情報記憶メモリ２２４に記憶済みか未記憶であるかを
判断する（ステップＳ２９）。ステップＳ２９において記憶済みであると判断した場合、
ＣＰＵ２３０は、処理対象のＥＩＴを破棄し（ステップＳ３０）、本更新処理を終了する
。ステップＳ２９において未記憶であると判断した場合、ＣＰＵ２３０は、処理対象のＥ
ＩＴをＥＩＴ一時記憶メモリ２２３に書き込む（ステップＳ３１）。次にＣＰＵ２３０は
、時間情報メモリ２２７を参照し、サービスＡの再送待時間ｔ１をタイマー２３１に設定
し（ステップＳ３２）、本更新処理を終了する。
【００７０】
ステップＳ２８において復調対象でないと判断した場合、ＣＰＵ２３０は、サービス情報
記憶メモリ２２４にすでに記憶されているサービスＡについてのＰ／Ｆ　ＥＩＴが、ａｃ
ｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴかｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴかを判断する（ステップＳ３３
）。
【００７１】
ステップＳ３３において、記憶されているＰ／Ｆ　ＥＩＴがｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴ
であると判断した場合、ＣＰＵ２３０は、ステップＳ２４に進み、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ
　ＥＩＴが抽出されたときと同じ処理を行う。ステップＳ３３において、記憶されている
Ｐ／Ｆ　ＥＩＴがａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴであると判断した場合、ＣＰＵ２３０は
、サービス情報記憶メモリ２２４の更新時刻と、時間情報メモリ２２７とを参照し、当該
ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが記憶されてから変更反映時間ｔ２が経過しているか否か
を判断する（ステップＳ３４）。ステップＳ３４において変更反映時間ｔ２が経過してい
ると判断した場合、ＣＰＵ２３０は、ステップＳ２４に進み、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　Ｅ
ＩＴが抽出されたときと同じ処理を行う。ステップＳ３４において変更反映時間ｔ２が経
過していないと判断した場合、ＣＰＵ２３０は、ステップＳ３０へ進み、抽出したＰ／Ｆ
　ＥＩＴを破棄する（ステップＳ３０）。
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【００７２】
図８は、ステップＳ３２で設定されたタイマー２３１が、ＣＰＵ２３０にタイムアウトを
通知した場合の、タイムアウト処理を示すフローチャートである。以下、図８を用いてＣ
ＰＵ２３０によるタイムアウト処理について説明する。タイマー２３１に設定された時間
が経過した場合、タイマー２３１は、ＣＰＵ２３０にタイムアウトを通知し、ＣＰＵ２３
０は、以下に示すタイムアウト処理を開始する。
【００７３】
ＣＰＵ２３０は、タイマーが設定されていたサービス（以下「サービスＢ」という。）の
ｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴがＥＩＴ一時記憶メモリ２２３に記憶されているか否か判断
する（ステップＳ４１）。ステップＳ４１においてｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴが記憶さ
れていると判断した場合、ＣＰＵ２３０は、ＥＩＴ一時記憶メモリ２２３に記憶されてい
るサービスＢについてのｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを用いて、サービス情報記憶メモリ
２２４に記憶されているサービスＢについてのＰ／Ｆ　ＥＩＴを更新する（ステップＳ４
２）。次に、ＣＰＵ２３０は、ＥＩＴ一時記憶メモリ２２３に記憶されているサービスＢ
についてのｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを破棄する（ステップＳ４３）。次に、ＣＰＵ２
３０は、更新を行った時刻をサービス情報記憶メモリ２２４に書き込む（ステップＳ４４
）。
【００７４】
以上のように、本実施形態に係るデジタル放送受信装置２００によれば、ａｃｔｕａｌ　
Ｐ／Ｆ　ＥＩＴとｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴとの間に定められた所定の判断基準に従い
、ＴＳから抽出されたＰ／Ｆ　ＥＩＴを用いて、サービス情報記憶メモリ２２４に記憶さ
れているＰ／Ｆ　ＥＩＴを更新する更新処理を行う。これにより、ａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ
　ＥＩＴよりも遅れて更新されるｏｔｈｅｒ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴを受信しても、最新のＰ／
Ｆ　ＥＩＴがサービス情報記憶メモリ２２４に記憶された状態を維持できる。よって、放
送局において番組編成が変更された場合にも、最新のＰ／Ｆ　ＥＩＴに基づいて、ＥＰＧ
を利用した正確な録画予約や視聴予約が可能となる。
【００７５】
なお、本実施形態のように、ストリーム内サービス情報よりも遅れてストリーム外サービ
ス情報が更新される状況は、Ｐ／Ｆ　ＥＩＴに限らず、ＳＤＴやｓｃｈｅｄｕｌｅ　ＥＩ
Ｔでも起こる。従って、これらの情報についても、本実施形態に係るデジタル放送受信装
置２００と同様の方法を適用することが可能である。なお、Ｐ／Ｆ　ＥＩＴは、サービス
毎に記述されるが、スケジュール情報は、サービス毎に記述されるとは限らない。従って
、Ｐ／Ｆ　ＥＩＴの更新時刻は、サービス情報記憶メモリ２２４においてサービス毎に記
憶されてもよく、サービス情報管理メモリ２２５においてサービス毎に記憶されてもよい
。これに対して、スケジュール情報の更新時刻は、サービス情報記憶メモリ２２４に、ス
ケジュール情報毎に記憶されることが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係るデジタル放送受信装置の構成を示すブロック図
【図２】本発明の実施形態に係るデジタル放送受信装置におけるＥＩＴ一時記憶メモリの
内容例を示す図
【図３】本発明の実施形態に係るデジタル放送受信装置におけるサービス情報記憶メモリ
の内容例を示す図
【図４】本発明の実施形態に係るデジタル放送受信装置におけるサービス情報管理メモリ
の内容例を示す図
【図５】本発明の実施形態に係るデジタル放送受信装置における復調対象メモリの内容例
を示す図
【図６】本発明の実施形態に係るデジタル放送受信装置における時間情報メモリの内容例
を示す図
【図７】本発明の実施形態に係るデジタル放送受信装置においてサービス情報記憶メモリ
が更新される処理を示すフローチャート
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【図８】本発明の実施形態に係るデジタル放送受信装置におけるタイムアウト処理を示す
フローチャート
【図９】従来のデジタル放送受信装置の構成を示すブロック図
【図１０】２つのＴＳにより４つのサービスが提供されるデジタル放送の例を示す図
【図１１】図１０のネットワークにおける各ＴＳに含まれるＥＩＴを示す図
【図１２】放送局における番組編成の変更例を示す図
【図１３】図１２による変更前後に送出されるＰ／Ｆ　ＥＩＴの内容の一部を示す図
【図１４】放送局から送出されるａｃｔｕａｌ　Ｐ／Ｆ　ＥＩＴおよびｏｔｈｅｒ　Ｐ／
Ｆ　ＥＩＴが時系列的に変更される例を示す図
【符号の説明】
２００…デジタル放送受信装置
２０１…アンテナ
２０２、２０３…チューナ
２０４、２０５…ＴＳデコーダ
２１０…音声デコーダ
２１１…映像デコーダ
２１２…スピーカ
２１３…モニター
２１４…ＯＳＤ画面合成器
２１５…ＶＲＡＭ
２１６…Ｉｒ受信部
２１７…リモコン操作部
２２１、２２２…ＥＩＴ受信メモリ
２２３…ＥＩＴ一時記憶メモリ
２２４…サービス情報記憶メモリ
２２５…サービス情報管理メモリ
２２６…復調対象メモリ
２２７…時間情報メモリ
２３０…ＣＰＵ
２３１…タイマー
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